
　

タイトル 電子社会におけるクレジットカードの役割

著者 松原, 英二

引用 北海商科大学論集, 1(1): 47-55

発行日 2009-11



47

電 子社 会 に お け る ク レジ ッ トカー ドの役 割

松 原 英 二

1は じめに

わが国では じめて クレジ ッ トカー ドが発行 された昭和35(1960)年 、 カー ドは単なる1Dを 記入

しただけの ものだった。やがて、磁 気ス トラ イプのついたいわゆる電子情報式IDカ ー ドにな り、

今や 王Cカ ー ドが標準 型にな りつつある。 この間約50年 であ る。半世紀 を経て、 クレジ ッ トカー ド

は最新技術 に支え られた消 費者の 日常の携 帯デバイスになっているが、 クレジ ッ ト業昇全体の視点

でみる と、金融 お よび消費経 済の領域 において、ク レジ ッ トカー ドあるいはク レジ ッ ト金般のポジ

シ ョンが大 きく変わって きた といって よい。 クレジ ッ ト自体 が消費 を支えるサブ ・ッールであるこ

とか らすれ ば、現 代 入の生活 に不 可欠 なア イテ ム 衣 食住や 自動 車、家電、IT、 娯楽、各種

サ ービス等一 と隅等 の水準 で語 るこ とはで きないが、淘汰ない しは 自然 消滅、衰退 して きたデバ

イ入 レコー ド、 レーザ ー ・デ ィスク、ポケベル、 タイプライ ター、公衆電話等一 とは異 なっ

た別カテゴ'J-、 た とえば進化 タイプのッール とみなすこ とがで きる。

本稿 は、電子社会 におけるク レジ ッ トカー ドの方向性 を模索 する ことにする。次節では、電子社

会 の概要 を説明す るために、われわれの身近のメデ ィア(機 器)が どの ようなライフサイクルのデ

バ イスだ ったかを提示 し、ク レジ ッ ト・デバ イス との穀比 を試み る。 第3蜘 ま、最嚢 の クレジ ッ

ト・デバ イスと して インターネ ッ ト利用 のク レジ ッ トとケー タイク レジ ッ トを取 り上げ、その特微

を吟味す るO第4節 は、ク レジ ッ ト・デバ イスを貨幣経 済学 的視点 か ら論 じる。最終節 は本稿 のま

とめ と して、現代 ク レジ ッ ト全般 の傾 向 と得失 を論 じる。

∬ 電子社会におけるクレジッ トの変容

変化 の早 い事象 を表現 す る用語 は重 要度 や使用 頻度 も変TL'する傾 向に ある。1970代 後半 、

キ ャ ッシュ レスな る用語 が新 語 と して登 場 し、 多 くの文献 や メデ ィアで使 われ ていた が、今 や

キ ャッシュレス は弼語で はないもの の、 と りたてて特 別扱 い されるような用語 ではない。 こう した

例 と して、 ク レジ ッ トの分 野で はサ ラ金(サ ラ リーマ ン金融)が あ る。周知 の ように、 これ はイ

メー ジの問題で業鼻内部か らメデ ィア等 に使用 しないように鋤 きか けた ものであるが、 これも死語

で はないので、経済評論家の 中には未 だに使胴 を差 し控 えないもの もいる。

電子社会は、電子 と社会 という独立 して聞けば容易 にイメージで きる ものが 「電子社会」 と統合

す るとtl-一__F21U-]itsに映 るか も しれ ないが、ITや デジタル ・エ コノ ミーと同類語 と して使 われるよう

であ る0い うまで もな く、 工Tは 情報技術 の ことであ り、デジ タル2>は 情報 のilfl工・伝送の タ

イプであ る。 これ らがすべて電子 ない しは電気処理技術 によることか らそれらを総揺 してr電 子」

とい う最 も大 きなカテ ゴリーで表現す ることもで きる。

したが って電子社 会は、商取引 はもちろんの こと、製造や流通、物流、金融、 ビジネス、果て は

政治に至る まであ らゆ る領域で共通 に使 われてい るコンピュータを申心 デバ イスと した有線の情報

ネ ッ トワークやデ ジ タル伝送 の電波 による無 線通信 が導入 された経 済主体 の総体 を指す ことにな

る。た とえば、本稿 で取 り上げ るクレジッ トカー ドはテレビやパ ソコンを購入 したときに現金 に換
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わって支払 う手段 であ ったが、今や、その クレジッ トカー ド支払いがパ ソコンやテ レビで行 うこと

がで きるのである。多少制約 を緩めて表現すれば、 クレジッ トカー ドの 王D機 能が家庭のデ ジタル

機器 で使 える ようになった とい う意味で、地デジ対応のテ レビや インター ネッ トが使 えるパ ソコン

がク レジ ッ トカー ド・リーダーに化 したのである。

ク レジ ッ トカー ドの進化 過程 をみる と、単なる1D機 能だけの第一世代、磁気ス トライプ付の第

二世代 、環在 のICチ ップ付 は第三世代 に分類 される。これ らは技術 的進歩 と軌を一に してお り、

亙Cチ ップが 開発 されていない時代 には磁気 ス トライプ式 カー ドしか使 えないのは当然であるが、

セキュリティーへの要求水準が高 まったので 亙Cカ ー ドに移行せ ざるを得 なかったのであるが、こ

の ようなニー ズと技術利用の同時期性 はあなが ち偶然 とはいえないか もしれない。企業 の技術者 な

らビジネス ・ユース を考ry;せざるを得 ないで あろうから、ICや コン ピュータ、デジタル ・ネッ ト

ワー ク関連の開発技術者 はそれ らのデバ イスや技術が完成 した後 には、比較的短蒔 問に薪商 品にな

る可能性があ る。デ ジタル機器の ライフサ イクルは比較的 アナログ機器の それ よ り短 い。

褒2-1で は、身近なAV関 連のアナ ログ ・デ ジタルメデ ィア と機器 の簿命 をまとめた もの であ

る。 この うちカセ ッ トとレコー ド、 β、VHSの4種 類が アナ ログ、 それ以外は デジ タルであ る。

民生機 としての βは製品販売が終了 したが、ベー タカムと呼 ばれ る放送局用標準規格の機器 として

生 き残 ってい るので、いずれのアナロ グ機器 も現行機器 とい うことがで きる。 カセ ッ トが45年 、 レ

コー ドが100年 以上、 β、VHSが30年 以上 である。これに反 して、デ ジタル機器 となる とワー ドプ

義2-1各 種 メデ ィア ・機 器 の開発 年 と特徴

名称 開発年(寿 命 ・終了) 特徴

カ セ ッ ト ・レ コ ー ダ ー 1962一 DAr,MD,CD,PC,ICな どが 代 替 。

日本語 ワー ドプ ロセ ッサ ー 1978(約23年) PCが 代替。

レ コー ド ・プ レイ ヤ ー 1951(国 内初LP) 蓄音機では100年 前 。CDが 代替。

DAT1> 1987(2005年 終 了) 業務 用でわずかに残存。

DCC2) 1992(2000年 終 了) カ セ ッ トとコ ン パ チ ブ ル 。

MD3> 1992一 3本 のみ普 及。

CD 1980一 CD-R,CD-RW等 録 音 メ デ ィア 有

Q 1975(2002年 終 了) ソニ ーの 醐 発 。

`JHS
1976一 鰹本 ビ ク タ ーが 開 発 。

LD(レ ー ザ ー デ ィス ク) 1981(2007年 終 了) 国 内3G5Cは パ イ オニ ア。 開 発 は フ ィ リ ッ プ

ス1977年 。

DVD 1996一 DVDの 開発 は1990年 代初頭。

出所)根 来 龍 之 ・荒 川Jai.紀 子 「ぎ顯 客 コ ン テ ン ッが 存 在 す る 製Ann,の 予 想 寿 命期 問 の 主 観 的 モ デ ル の 構 築 」 早 稲

田火 学1丁 戦略 研 究 所 ワ ー キ ン グ ペ ー パ ー シ リー ズNα26、19…20。

(http://www.wasedajp/prj-riirn/paper/2008 _RIIM-WP-26.Pdf)お よび ソ ニ ーHP

(hrip://vnvw.sonyjp/products/Consumer/media/Kist◎ry/#y1960)、Wikipediaか ら。

注Dデ ジ タ ル ・オー デ ィ オ ・テ ー プ(DigitalAudioTape)

注2)デ ジ タ ル ・コ ンパ ク ト ・カセ ッ ト(◎igitalCompactCassette)

注3)ミ ニ ・デ ィ ス ク(MiniDisc)
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ロセ ッサ ー23年 、D蟹,!8年DCC ,8年 、 レーザ ー ・デ ィス ク26年 であ る。後発のCD,●i,DVD

が今 後 どれだけの寿命があるか は定かで はないが 、巷 間いわれる ところでは、MDは 衰退期 に入 っ

てい ると示唆 される し、DVDも ブルー レイや 圏定 メデ ィアに とって替わ られ る可能姓 もあ る。 こ

のよ うな比較 で、一概に技箭の寿命 を論 じられる とは思わ ないが、進歩ス ピー ドが速 い分、終焉 を

迎 える時期 も早 くなっているか もしれ ない。

電子社会 では、ひ とたびデジ タル ・ネ ッ トワー クが構築 され ると、急速 に端末 を利用 した派生 ビ

ジネスが生 まれてい く。以下、 クvジ ッ トに関連す るもの を取 り上げてみ よう。flit述した ように、

ク レジ ッ トカー ドは大 きく分 ける と第三世代 まで分類 され るものの、基本的 にID機 能のセキュ リ

ティーが向上 した ものであるので、進 化 した ことは事実であるが、基本機能に変化は ない。その意

味で は、ク レジ ッ トカー ドも単 ～機 能でそろそろ半世紀使われている ことにな る。磁気ス トライプ

が 王Cチ ップに換 わったこ とは大 きな変化であったが、サ イズは変化 していない し、何 よ りもクレ

ジッ ト決済 システムへ のアクセスカー ドであるこ とに変わ りはない。

ク レジッ トカー ドが 目に兇える形 で進化 したのは、カー ドに よらない クレジ ッh一 それは もは

や ク レジッ トカー ドとは呼 ぱないが一 イ ンターネ ッ ト売買におけるク レジ ッ ト利胴 やケー タイ電

話 によるク レジッ ト契約 であろう。flitは イ ンターネ ッ トで買い物 を した場舎に、16桁 のク レジ ッ

ト会員番号 と有効期 限をキーボー ド入力す る ものである。 これを梗 宜的にネ ッ トク レジ ッ トと呼ぼ

う。後春は、た とえば、みず ほ銀行のHPを 参照す ると、NTTド コモのおサ イフケー タイ を使い、

「お持 ちのおサ イフケー タイ をご利 粥店舗 の読み 取 り機 にか ざすだ けでお支払 いが完 了す る、簡

単 ・ス ピーデ ィな後払い式電子 マ ネーです」 とある3)。Jt本 的に は、電子 マネ ー機 能付 のケ ー タ

イに クレジ ッh機 能が付加 された ものであ る。 当初 はNTTド コモ の商 品名(お サ イフケータイ)

だ ったが、現 在 はKDDIと ソ フ トバ ンクモバ イル もhlじ 商標 を使用 している。以下 これ をケ ータ

イクレジ ッ トと呼ぶ。

この ように見て くると、従来か らの クレジ ットの分類で ある個 贔割賦 と総合割賦のF総 合」 に分

岐する領域 がで きる ことになる。側品割iは 要す るに書類 によって契約す るタイプの ク レジ ッ トで

あるが、総 合割賦 は カー ドによるクレジッ トで ある。 ネッ トク レジッ トとケータイク レジ ッ トは、

まった く新 しい タイプの クレジッ ト ・デバ イスであ る。

IIネ ッ トクレジッ トとケ ータイク レジ ッ トの経済学的特徴

薪 タイプのク レジ ッ ト ・デバイスたる ネッ トクレジッrと ケー タイク レジッ トは経済学的 にどの

ように捉 えればよいのであろ うか。

!ネ ッ トク レジ ッ ト

従来 のク レジ ッ トカー ドに よる クレジ ッ ト契約は既存の クレジ ッ ト ・ネッ トワー ク ・システ ムへ

のアクセスカー ドとしてク レジ ッ トカー ドが機 能 していた。 カー ドはいわばポー タブルの 王D機 器

であ る。 ク レジ ッ ト決済 では、「誰 がjrい つjr何 をjrい くら」支払ったかが きわめて重要である

か ら、支払者 のIDが 決定 的に重要 となる。 支払者 が本入である ことを示す手段 は もちろん カー ド

だけで はない。近年金融機 関で試行 されている指紋 に よる静脈認証や瞳の中の虹彩 を利胴するいわ

ゆる生体認 証(biometrics)な どは、おそ らくは最 も確 度の高 い 亙D識SiJ方 法で あろ う。 これに比

べれ ばクレジ ッ トカー ドは盗難 や偽造 な どの問題が払拭 で きないでいたか ら、世界中に唯一つ とい
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うIDを 確 定す るために より有利 な生体 認証を普 及 させ るこ とでセキュ リテ ィー を飛躍的に向上 さ

せ るであろう。

このよ うに現在実現 している最 も儒頼性 の高い生体認証 を基準 に してみる とネ ッ トク レジ ッ トの

セキュ リティーは比較 にな らないほ ど信頼性が低 い。 ク レジ ッ トカー ドの情報 お よび生年 月 日等 を

入手 して いれば、誰で もい くらでもクレジ ッF購 入 で きるか らである。 もちろんこれは犯罪 ない し

は犯罪 に近 い行為であ るが、セ キュ リティーという面で はきわめて低 レベル と雷 わざるを得 ない。

「誰がjrい つ」「何 を」「い くらで」買 ったか とい う取引情報が残 るか ら、 トレーサ ビリティーの観

点か らクレジッ トカー ドその ものの利用 よ り若干セ キュ リティーは高 いか もしれないが、 それで も

一憾の取引で高額の クレジッ ト購入 された場合
、被害 は甚大 となる。

い うまで もな く、 ネッ トクレジッ トはインターネ ッ ト購入の決済手段であ るか ら
、 自宅やパ ソコ

ンが接続可能な施設、 ネッ トカフェ等 さまざまな ところで利用で きる。 これ は店舗内で クレジッ ト

カー ドを指 し示す とい う従来の購入 ス タイル と大 きく異な る。あ えてい うな らば、 カー ドリー ダー一

が 自ら利用 するパ ソコンに備え付 け られたの と同 じである。カー ドリー ダーに よるID入 力 をキー

ボー ド入 力に換 えただけか もしれない。それゆえ、ネ ッ トクレジッ トは既 存の カー ド型ク レジッ ト

契約 の拡張 といえるだろ う。家 に居 なが らのネ ッ トシ ョッピングなのだか ら、 このス タイルにマ ッ

チ した決 済方法が 求め られるのは当然 だろ うが。す でにイ ンターネ ッ ト・バ ンキ ングが定着 してい

るわけだか ら、ク レジッ ト購 入 もそ れな りの決済 方法が考案 されて当然 だが、比較 的厳重 なパ ス

ワー ドで セキュリティーが保証 され ているキャ ッシュカー ドと異 な り、ク レジ ッ トカー ドは十全 と

はい えない状況で ある。

ネ ットクレジッ トを経済学的 にみ ると、以下の特徴 を指摘で きる。

① 財 ・サー ビス購入機会の増大

② 決済 コス トの低下 ない しは合理化

③ オ ンライン決済

逓常のわれわれの財 ・サー ビス購買行動の標準形は店舗 でそれ らを選択 し、現金で購入す ること

であ る。 これに よって一回の経済取 引が完結 す る。 しか し、ネ ッ ト購 入に なる と店舗が不要 にな

り、 これにネ ッ トクレジ ッ ト決済になる と現 金が消える。 これは情報購 入 ・情 報決済である。た と

えば、近 くの家電量 販店 に購入 したい薄型液晶大画面テ レビがない場 合、あるいは価 格的に折 り合

いがつかない場合 、われわれはその店で予約 した り他 の店舗 に行 くしかない。 だが、購 入 したいテ

レビの概要が わかっていれば、 それをインターネ ッ ト検索す るこ とで、全 国のネ ッ トシ ョップで当

該テ レビの価格 ・送料他 の条件が一挙 にチ ェ ックで きる。 そ して気 に入 ったネ ッ トシ ョップで銀行

振 り込みや代金引換 、ク レジッ トで購入 できる。多 くの店舗 を麟ってテ レビをチ ェックす る必要 は

ない。 この一連の購入過程か らわか るように、 われ われ はネッ トシ ョッピングで①②の メリ ットを

享受す ることがで きる。通常の クレジッ トカー ド決済 はもちろん オンライン決済 だが、 この ネッ ト

クレジッ トもオンライン決済であ る。かつて ネッテ ィングA)と いった企業間決済が注 目されたが、

いわゆ る企築 と金融機関の ファー ム ・バ ンキ ング、家計 と金融機 関のホーム ・バ ンキ ングがほぼ実

用化 され、そ して このネ ッ トクレジッ トである。信 用供与 を伴わない金融機関決済 と信用供与 を伴

うクレジ ッ トを併 せたオ ンライン決済手段 サー ビス を利朋 で きる ようにな ったのである。
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2ケ ー タイ ク レジ ッ ト

この タイプのク レジ ッ トもク レジ ッ トカー ドとは異 なる特徴 を有 する。 ケータイクLジ ッ トはク

レジ ッ トカー ドのIDが ケー タイに移 った もの と解釈 されるが 、この種 のデバイスの最 も特長 的な

ところは モバ イル(mobile)と い うところで ある。 もちろん ク レジ ッ トカー ドもモバ イルであ る

が 、ケ ータイは電話 という電波機器 であるか ら電 波が届 く範 囲では どこで も買 い物 ・支払 いが で き

る。 これ はモバ イル ・コン ピューテ ィング(mobilecomputing)で ある。 したが って上記(1)の

ネ ッ トクLジ ッ トのバ リエー シ ョン とも考 え られる。 コンビi一 タの分野 で は、 身につけて使 う

ウェアラブル ・コン ピュー タ(wearablecomputer)が 開発途上 にあるが、高機能 ケー タイはす で

にこの領域 に達 して いる。

上述 の ようなケー タイは、小 型のパ ソコンで あるか ら、機能 は もはや単 な る携帯電話 機で はな

い。電話機能のつい たウェアラブル ・コン ピュータで ある。金融決済 デバ イスと しては電子マ ネー

の導入 が先だ った。 チ ャージ したマ ネーを決済す るス タイルである。 これに クレジッ ト機 能が加

わ ったが、実 はこれが従来の クレジ ットの定義 か ら若干逸脱 している。 ク レジ ッ トの古典 的定義 は

後払いで僑用供与があ るため利息がつ く、 とい う もので ある。 しか し、マ ンス リークリア(翌 月一

括払い〉が、2ヶ 月3Q払 い を割賦 とす るr割 賦販売法」の範購外の ため 、クレジ ットで はないと

示唆す る もの もいたが 、ク レジ ッ ト取引情報 の発生 とクレジ ッ トコス ト5)の 発生 がある ことを考

慮す ると、マ ンス リー ・クリアもク レジッ トとみ なすべ きであ る。実際、 ク レジッ ト統計 には非割

賦 としてデー タが出 されてい る6)。

経済学的に、ケー タイクレジッ トは次の ような特徴 を有す る。

① 財 ・サー ビス購入機会の増大

② 集中型決済デバ イス による葬現金決済ス タイルの進展

③ オ ンライン

① ③ は、(1)の ネ ッ トクレジッ トとnと 考 えられ るが、② につい ては説 明が 必要であ る。前

述 した ようにケー タイクレジッ トは各種決済手段 を集 中化す るとともに、 ポイン トサー ビスも利用

で きるので販売促 進効果 も期待で きる。 さらに、商品 ・サー ビス検索 も可能であ り、 また メモ リ容

量が飛躍的に増大 したため、各種 カー ド(の 機能)を 取 り込 むことがで きるか ら、商品取引 ・購入

の意味では、ほぼ完全 に決済機能付 の ウェアラブル ・コンピュー タであ る。

N現 代クレジッ トの金融論的特徴 ク レジ ッ ト ・デバ イスの貨幣牲

消費考 の金融 行動 とい うのは概 して貯蓄行動ない しは金融資産購入 などの どちらか とい うとマ ク

ロ的分析 に主限が概かれて きた。経済学における消費者行動は古典的 な効用分析か らは じまるが、

ク レジ ッ ト利用者 の消費者行動 は ミル トン ・フ リー ドマ ン(MiltonFriedman)の 恒常所 得仮説 に

即 した異 時点問 にお ける生涯効用 の最大化 を求め るよ うな タイプに拡張 されてい る7>。 しか し、

この ような拡 張 され た消費者行動 理論、 と りわけ恒常所得 仮説 を取 り入れ る ような長期 の分析 で

は、mご との消費決定や決済手段 の選択 を説明する ことはで きない。消費者行動の ような経済分

析 は、多 岐にわたる消 費者行動を普遍的に扱 うことはで きないため、消費者の所得 をい くつか類型

化 恒常所得仮 説や絹 対所 得仮説、絶対所 得仮説等一 して、彼 らが どの ように財 ・サー ビス を

選択す るかを分析 する。多岐にわたる消費者の行 動 を説明するためには、そのマーケテ ィングで展

開されている ような効 用 ・所 得分析 に依存 しない、ブ ラン ドや利便牲 、 ファッシ ョンな どの経済学
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では外的要 困(定 量化 とその一般化が 困難)と して扱われ るような非定最的変数で説 明 した方が説

得力 を得やすい。多 くの消費者 にとって、A購 入 に際 しての価格 は自 らの所得 と並 んで極めて大

きな変数 であるが 、合理 的消費が不可能 な場合の消費、 た とえばデー トや会合 などで急 な食事の機

会 に直面 した り、緊急入 院 しなけれ ばならな くなった場合 、われわれ は必ず しも最適 な溝費機会や

最低 コス トの決済手段 を利用 で きるとは限 らない。 この ような突発的 あるいは刹那 的消費 を説明す

る最 も的確 な要素 は所得 や効用 よ りも情報で ある。 いか に多 くの有益 な情報 を有 しているかで、刹

那 的消費 もよ りよい効用水準が得 られ る可能性が高 くなる。

金融の世雰で ボーダLス といえば、主 に金融機関の国際的取引が イメージされ るが、金融論的 に

薪種 のク レジッ トを考 えたとき、まさに多種多様 な ミクロ的決済手段が用意 されてい ることか ら、

決済 のマ ルチ ・フ ァンクシ ョン化あ るいはマ ルチ ・モー ド化 とい って もよい だろう。現金決済 とク

レジ ッ トは従来 、縦の関係す なわち現金 を基準 に してコス ト順 にデビッ トカー ドやマ ンス リークリ

ア、ク レジ ッ トカー ドによる割賦購入、憾晶 による割賦購入、 さ らに最 も高利の キャ ッシング(消

費者金融)ま で使 い分 けるとみ なされ ていたが、本稿で取 り上 げてい るクレジ ット ・デバ イスは、

もはやその よ うな利 息 ・手数料 で選択 されてはい ない。 ライフス タイルやIT習 熟度 お よび依存

度 、職業や居住地域、学歴 などのデモ グラフィックな特徴 とIT利 用の ク レジッ ト ・デバ イスの親

和性 によってi択 され るであ ろう。 さすが に現金決済は決済の基本であ るが、決済デバ イスは横一

線 とはい わない まで も、時 と場合、環境に よって無差別的 に選択 され るであ ろう。 この ようなクレ

ジ ット ・デバ イスの扱い方は経済学の基本的分#r法 であ る最適化か ら若干離れ る考 え方である。

比喩的 にい えぱ、東京 一大i間 の新幹線 と飛行機、高速バスの選択の ようなものであ る。 もちろん

輸送灘 には圧倒的 な差異があ るが、あ るグルー プは高額で も飛行機 を利用す る し、 またあ るグルー

プは長隣 問かか っても商速バス を利用す る。 これ らの消費者群 に優劣や順位 をつけ ることはで きな

いo

ところで、 こう したマルチ ・モー ド決済は貨幣 と して どの ような特質があるだろ うか。 これ まで

の消費者信 用の経済学で は、「ク レジ ッ トカー ドは貨幣か?」 な どとい うエ レメンタ リーな議論が

なされた時期 もあ ったが、プ リペ イ ドカー ドや電子マネーが出揃 った現在では、初心者向けのパ ン

フレ ッrで もその ような論調で クレジッ トカー ドを説明すべ きではないだろ う。多重債務者防止の

ための～文 にクレジッ トカー ドを打ち出の小槌に例 えてい るもの もあ ったが、かえって紛 らわ しい

説明であ る。 クレジッ ト ・デバ イスの中で貨幣銚 を論 じる際にキーポ イン トとなるのは、デバイス

を使用す る前 に決済 しているか どうかであ る。すなわち、前払いのプ リペ イ ドカー ドと電子マネー

は貨幣であ るが、 ここで中間にinす るのがデ ビッ トカー ドであ る。周知の ようにデ ビッ トカー ド

は利用者 の金融機 関の残高以下 でカー ド決 済時に瞬時 に取 引が成立 する。 これ はあえてい うな ら

ば、デ ビッ トカー ドは残 高限度 までの預金通鰻を持 っているの とC!じ であるか ら、 もちろんデ ビッ

トカー ドは貨幣ではない ものの小切手の ような貨幣に近い ツールである といえる。

貨幣の定義 につ いては、古 くはハ イエ ク(FriedrichAugustvonHayek)が 、現代 の混沌 とした

貨幣の議論 に一筋の光明 を与えている。

われわれは通常は貨幣 と貨幣でない もの との間にはっ きりとした境 界線がある と仮 定 してお

り、そ して法律は一般的に こうした区別 をお くように している。けれ ども、貨幣的事象の因果

関係に関するか ぎり、この ような明白な相 違はない とい うことである。われわれが見出すのは

一つの連続体 である8)
。
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表4-t決 済 デ バ イスの 代替 メ リッ ト

決済デバイス 代 替する決済デバ イス 代替する際のメ リッ ト

現金 現金以外すべての決済手段 安全で小額の場合低 コス ト

小切手 現金 決済 リス クの低減

手形 現金、小切手、銀行振替 信用供与による支払の繰延

プ リペ イ ドカー ド 現金、各種 クレジッ ト 小 額決済の利便性、ポイ ン ト

電子マネー 現金、各種 クレジッ ト 決済 コス ト、購 買機 会の増 大

デ ビ ッ トカ ー ド 現金、各種 クレジッ ト 決済 コス ト、購 買機会の増 大

ク レジ ッrカ ー ド 現 金 、 個 品 割 賦 、 デ ビ ッ ト、 電 子 マ ネー 高額利用、購 買機会の増大

個晶 クレジ ッ ト 現 金 、 総 合 ク レ ジ ッ ト、 手 形 、 高額利用、購 買機会の増大

ハ イエ クのこの示 唆 「貨幣的事 象の因果関係」は まさに、ク レジ ッ トデバイスの指向姓 すなわち

各種 決済手段 の守備 範囲 を物語 っている。貨幣は最大の購 買力 をもつ ものであろ うが、高額支払い

に なれば なるほ ど不 適格 に なる。!00THF9を チ ェ ックす るに は数分 で済 むだ ろ うが、!000万 円、

1億 円 となる とたいへんである。 まして偽造 までチ ェックする となる と、た とえば 日本銀行 の銀行

券 自動鑑査機で も、1分 間あ た り1800枚 とい うことなの で、10分 で1億8000万 円、100分 で18億 円

しかで きないので ある9)。 消 費蓄 レベル では この ような高額決済 を想定す る必 要はないの であろ

うが、現金決済 とい うのは意外 と不便な こともあ る。小切手や銀行決済は この ような環金決済のデ

メ リッ トを補 完するが、 クレジ ッ ト ・デバ イスに よる決済 には以下の ような メリッ トがある。

もちろん、すでに述べた ように、 ライフス タイルや ファッシ ョン、IT習 熟度、環境な どもあげ

られ るだ ろ う。 プ ラチナ カー ドやブ ラックカー ド1。〉な どはあ る種 のステ イタスであ ると捉 える向

きもある とい うが、 もしそ うならステ イタスや見栄 もカー ド決済の インセ ンテ ィブ となろ う。 クレ

ジ ッ ト ・デバイスの貨幣性は、換金性 と決済 システムへの アクセスで論ずべ きであろ う。後者は金

融論でい うところの流動性に近い捉 え方であ る。すべての資産は貨幣 にどの ような コス トと時間 を

経て換 金 されるかが要であるが、 クレジッ ト ・デバ イスはいか に して最終的 に利用者の資塵か ら利

用代金 と金利 ・手数料が支払われるかであ る。

Vむ すびにかえて ク レジ ッ トの再検討

昭和30年 代、 クレジッ トが今の ような多機能 ・高機能 に進化す るとは誰 も予想 しなか ったであろ

う。 クレジ ッ ト ・デバ イス は高価格 商品 を販売す る販促 ツー ルが 原点で あるが、 これがや がて金

利 ・手数料収入 をOfihと す る消費老金融の発展 につ なが り、現下の ようなハ イテ クを駆使 した最先

端の情報機器 ・端末に付加 され るようになったのであ る。マーケ ティングや ビジネスの観点か らは

いか に売 り上げ るかが 露標の一つであ るか ら、強力 な販売促進 ツー ルがあれば、それ を積極的に導

入 しようとするであろ う。昨今の アメリカ発の金融不況で、世界約 に景気後退局面 に移行す ると予

測 されてい るが、当事者の アメ リカで は住宅 を担保 と したサ ブプライム ・ロー ンは もとよ り、逓常

の ク レジ ッrも 影響 を受 け、GDPの70%を 占め る といわれ る旺盛 な消 費者支 鵬が低下 する と懸念

されてい る。サブ プライム ・mン はクレジ ットの領域で はない ものの、今 さらなが ら健全 なm

ンまたは消費者信用 システムが必要 なことを今 圏の事件が如実 に物語 ってい る。担保付 ロー ンは担
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保 となる資 産価格 の上昇 トLン ドと安定性 に依存 してお り、一度それ らの資産価格が下落 ・不安定

化 した場含 の貸付がいか に脆弱 なもの となるか を今 回の一連の事件が教 えて くれ るのであ る。通常

の感覚 では、かつての慣習の よ うに損保貸付 は リスクが低 いと思 われが ちだが、実際 にはバ プルと

みな される資産価格 の上昇傾 向にある ときには、評価 を誤 ることが多 々あるの であ る。 アメリカの

失敗 はあ まりに巨額 のために、消費者儒爾 の世界 とはか け離れ た もの と受 け取 られ るが、基本は同

じであ る。 む しろ、無担保 の消費者借用 のシス テムを高度化 して低 リス クの融 資 シス テム を構築

し、消 費者 領域 のロー ン ・システムを健全化すべ きであろ う。

消費者信用の決済デバ イスは、システム上 デフ ォル ト(債 務不履行)が 起 こ らない電子マ ネーや

プ リペイ ドカー ドー-)、デ ビッ トカー ドとやや もす る とデフ ォル トを起 こす可能性 のあるマ ンスリー

ク リア、そ して僑 耀棋与 があるために、デフ ォル トを起 こ しやす いク レジ ッ ト(総 合 と個 晶)が と

くに障壁 な く利用 で きる ようになっている。 本来、最 も審査が厳 しいはずの クレジ ッhカ ー ドで さ

え、わが国ではそ う苦労 しないで取 得で きる。限度 額 もは じめか ら高額利用(た とえば50万 円)で

きる。 クレジッ ト ・デバ イスの利便性 や機 能のスペ ク トラムは比 較的簡単に描 けるだろ うが、 リス

クが顕在化するデバ イス としないデバ イスの境界 を明確 に した類 型化 と整備 が必要 な ことはい うま

で もない。 さらにセキュ リテ ィー も新次元の領域 に きた。 もはや紛失や盗難 で事故 が起 こる レベ ル

では ない。パ ソコンに よるオ ンラインのク レジ ッ ト決済である。 これ とネ ッ トバ ンキ ングがセ ッ ト

に なった犯罪が起 きない とい う保証はあるだろ うか。知 らない問に、 クレジ ッ トカー ド情報 とネ ッ

トバ ンキ ングについての情報が流失 した らどうな るだろ うか。利用者のセキュ リテ ィー情 報が乏 し

い場合、意外 なほど簡単 に犯罪が成立するか もしれ ない。現在 、ケー タイクレジッ トやネ ッ トク レ

ジッ トなどの最新の決済 システ ムとネッ トバ ンキ ングを縦横無尽 に駆 使 してい る利用者はおそ らく

ITデ バ イ ドの消費者で はないであ ろうが、彼の認知力が低下 して きた ときを想像 する と必ず しも

最毅の機器が最良のセキ ュリテ ィー を保証す るものではないか もしれない。
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10)た と え ば 、 三 井 住 友 の プ ラチ ナ カ ー ドは 年 会 費5万2500円(2年 目以 降)で あ る 。(http://

www.smbc-card.com/camp/pt/card.html)ブ ラ ッ ク カ ー ドは 有 名 な ア メ リカ ン ・エ キ ス プ レ

ス の セ ンチ ュ リオ ンカ ー ドで 年 会136TH7500F9で あ る。(httu://www .cardyapan.com/backwork62.

html)

11)プ リペ イ ドにつ い て は そ の 供 給 元 が デ フ ォル トす なわ ち財 ・サ ー ビス を提 供 で きな い 状 態 に

陥 る こ とが あ る。 これ を防 止 す るた め に 「萬 払 式 証 票 の 規 制 等 に 関 す る法 律(プ リペ イ ドカー

ド法)」 が 綱 定 され た 。

(原 稿 受 理B:平 成21年 圭月10F3)


